
東北農業研究 (Tohoku Agnc Re8)29,17,-180(1981) -17,一

生草脱水による成形粗飼料の生産 コス ト低減

佐藤 勝信・ 国分 洋一 。小池 一正
*

(福島県畜産試験場  *福島県庁 )

Studies On 00st Reduction of H3y W8fer PrOductiOn by

Mcchanical Dewatering Techlliquc of  Fresh Grasses

Katsunobu SΔ TO, Yoichi KoKUBUN 3nd K82umaSa KolKE*

( FuLushinla Anilllal Ⅱusbandry ExperlDent Stetion ・ *Fukushin18 PreFectura1 0ovelnment OfFice )

1  は  じ め に
成形飼料は流通粗飼料 として,規格性にすぐれ,貯蔵 ,
運搬,給与などの点で理想的なものであるが ,生草から製
造するため最近における燃料価格の高騰から,生産コスト
が著しく上昇しているのが現状である。

そのため,原料草は予乾されていることが望ましいが ,
わが国においては天候不順な時期が多く必 らずしも対応で

きない。そこで,全天候下の条件において予乾と同程度の
効果を機械的に得られる技術について検討してきた1,2,0

が,生草脱水により成形粗飼料の生産コストを低減できる
技術を開発したので報告する。

2 試 験 方 法
1)供試機械 :圧砕脱水装置 (精立工業製,ロ ーラー3本
型,φ 300諄 ,長 さ1,000額 ), 乾燥機 (オ リオン機械製,
ロータリー型 ),成形機 (同 ,シ リンダー型 )
2)供試牧草 :オ ーチャードグラス主体混播牧草
3)供試条件 :ハーベスターでダィレクト収穫し,そ のま
ま,或いは脱水処理したあと,火力乾燥及び成形作業を行
い,脱水効果を比較検討した。
4)調査項目:乾燥処理量,成形量 ,燃料及び電力消費量,
含水率の相違による前処理コスト,プラント運転コスト,
ウエーハ製造コスト

3 試 験 結 果
1 生草圧砕脱水装置の仕様及び性能
1976年 に試作した実験機を基に, 1977年 に実用機を開
発したが,その仕様は,全長 3,300露 ,巾員 1,715理 ,高
さ 1,180●●で,コ ンベア及びベルトよりなる原料草均一供
給部及び鉄製 3本 ローラーよりなる圧砕脱水部より構成さ
れている。なお,ロ ーラーは外径 300凛 ,長 さ1,000mで ,

3相 200V,77椰 モーターの動力を用い減速して回転数
を3 8 rpmと した。

本装置の性能は,図 1,2に示すように,生草含水率が
80%で は脱汁率は約20%で あるが,含水率85%以上では脱
汁率は30%以上となり,高水分牧草ほどIIC水効果は大きい。
また, 1時間当たり処理能力は,脱水率が31%程度では約
700ん,であるが,脱汁率が20%以下では,00り以上に向上
できる。

2 生草脱水処理がウエーハ生産に及ぼす効果
生草から成形乾草を生産する場合に脱水処理の及ぼす効

果について検討した結果は表 1及び2の とおりである。
含水率 816%の混播草を 1回脱水処理し,含水率が 740
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図 1 生草含水率と脱汁率との関係
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%に低下できた場合 ,無処理では生草500り からウエーハ

988″が得られたのに対して, 1回脱水処理では, 生草
500ん,か らウエーハ 1415り が得られた。これを稼働 1時
間当たりの製品量に換算すると,無処理では689た9/brに
対して 1回脱水処理では 1463″多/hrになり212倍 に向上
できることが明らかとなった。

生草を火力乾燥するに要した燃料は,稼働 1時間当たり
無処理では555′ , 1回脱水処理 651″ と後者が約 10ι

多いが′製品量は後者で2倍 も多いことから,製品 1″ 当
たりの燃料消費量についてみると,無処理では081の/た,
に対して1回 17t水処理では044あれ,と 520%に とどまっ
た。また,電力消費量についてみても,無処理では036帥
E/F,に対して 1回脱水処理では019鰍 H/t,と 528%に と
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表 , 1回脱水処理がウエーハ生産に及ぼす効果
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表 2 2回脱水処理がウエーハ生産に及ぼす効果
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″ 製品 (成形)量
″   燃料消費量
″   電力消費量

どまることが明らかとなった。

つぎに,含水率 852%の混播草を2回脱水処理した場合

についてみると,含水率は709%に減少し,稼働 1時間当
たりに換算した製品量は,無処理が 1045り /｀=に 対して

2回脱水処理では 2282しろ rと 218倍に向上した。同様

に燃料消費量についてみると,無処理が057″句 を要 し
たのに対し,2回脱水処理では022ある9と 386%に すぎ

ず,また,電力消費量についても,無処理では034駆H/
切に対して, 2回脱水処理では020騨ν 崎と588%に と

どまり, 1回脱水処理と類似の傾向が認められた。

このように,生草含水率を減少させることによって 1時

間当たり製品生産量を倍増でき,しかも製品当たり燃料消

費量 ,電力消費量は急減できることからウエーハの生産コ

ストは著しく低減できることが予測できる。

3 脱水処理によるウエーハの生産コストの低減
以上のように成形乾草の生産は原料草の状態によって大

きく影響されることが明らかなため,現在一般的に行われ

ているダイレクト方式 (注 .生草直刈による火力乾燥体系 )

に対して,圃場で一時天日乾燥させる予乾方式 ,な らびに

直刈運搬後 ,脱水処理して水分を減少させる脱水方式を対

比して,生産コストを試算した結果は表 3のとおりである。

前提条件として,ウ エーハプラントは当場に設置した中型

機で,水分蒸発能力650″/br,使用電力 30駆H. 価格
3,000万 円,生草脱水装置は,処理能力生草 1,000″ /br,

価格 500万円で,プラントと運動し,無人運転できるもの

とした。

表 3か らわかるように,ウ エーハの生産コストは基本的

には原料車の合水率に大きく支配され,前処理の方式によ

る差は僅少である。すなわち,ウ エー′ヽ 1り 当たりの生産
コストは,含水率85%では794円,80%で 557円 になる
のに対し,圃場で予乾して合水率を75%に した場合には

436円,脱水処理した場合には 428円 となり,また,含水

率70%では,予乾処理で338円 ,脱水処理で331円 と生草

ダイレクト方式に比較し40～50%も 安価になることが実証

された。

たり生草処理量 (りれr)

″ 製品 (成形)量 (協4r)
″   燃料消費量 (0/hr)
″   電力消費量 (胆 )

製品1切 当たり燃料消費量 (ι/切 )

″   電力消費量 (plH)
44
(45 8)

表 3 前処理の相違によるウエーハ生産コストの
相違 (円 /製品 1切 )

4 お  わ  り に
牧草伸長期が天候不順なわが国において,流通粗飼料を

生産するには牧草の水分をいかに迅速に合理的に除去する

かが問題であり,天候に左右されずに収穫調製できる作業

体系が必要である。生草脱水技術は全天候下において適用

できるという点で応用範囲が広く,成形乾草のみならず,

1日乾草調製,あるいはサイレーシの迅速調製などの前処

理用としても有望と考えられる。
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注.牧草生産コストは含まれない
( )内は原料車の前処理コスト。


